
「（公財）山口きらめき財団助成事業」

チーム対抗家庭省エネ合戦
活動報告会

２０２０年１２月２０日（日）於：宇部市立図書館

主催：宇部市地球温暖化対策ネットワーク

共催：株式会社 エフエムきらら

宇部市環境衛生連合会

後援：宇部市市民環境部環境政策課



本イベントの
目的

脱炭素社会の形成を目指し,広く 国
民運動COOL CHOICE（賢い選択）
の実践を促す

宇部市の課題である民生部門（家
庭）の炭酸ガス発生量を削減

地域コミュニティとの連携による省エネ
実践家庭の拡大



合戦内容

合戦募集チーム：宇部市内20チーム

必要参加家庭数：１チーム当り5～10家庭

合戦期間：２０２0年7月～９月

合戦内容：配布省エネチェックシートを参考に省エネ
を実践し、電気の検針票を提出

合戦結果：電気使用量の昨年度比削減率

各チーム上位５家庭平均値で競争



活動の経緯

月 内容

4月

宇部市環衛連理事会にて協力依頼

（公財）山口きらめき財団助成事業採択決定

5月 参加チーム募集開始

7月15日 募集締切

7月～9月 省エネ合戦活動期間

10月～11月 電気消費データ集計と結果まとめ

12月 活動報告会開催



参加チーム及び家庭数
チーム名 家庭数 チーム名 家庭数

仲良しお友達グループ ５ 神原地区２分団 ５

おばさんきらら ５ 大村印刷 ５

４９＋５１同期会 ７ 旧プラント ６

チャレンジ５人組 ５ チーム黒石 ５

チーム毛ガニ ５ USSエコチャレンジ ５

いちごパッピンズ ５ 環境 ５

環衛連新川 ７ 宇部市民活動センター「青空」 ５

工作キットチーム ６ チーム「よりあい処」 ６

チーム旧隊員 ６ おじさんきらら ５

ニシキーズ ５ NPO法人うべ＊子ども２１ ５

以上２０チーム（１０８家庭）が参加
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2020年宇部市の最高温度と最低温度（7月～9月）

濃い線：2020年
薄い線：過去7年



項目 7月 8月 9月 合計

今年度使用電力
（ｋWｈ） 42,653 48,299 39,974 130,926

昨年度使用電力
（ｋWｈ) 40,333 46,670 38,493 125,496

増加電力
（ｋWｈ) 2,320 1,629 1,481 5,430

電力増加率
（％） 5.8 3.5 3.8 4.3

参加者使用電力総括
（対象：活動達成98家庭）



表彰規定

優秀チーム表彰

各チーム参加家庭削減率上位5家庭の平均値で評価。

上位５チームを表彰。第一位・第二位・第三位・第四位・第五位

優秀家庭表彰

個別家庭の削減率を評価。上位10家庭を表彰。

第一位・第二位・第三位・第四位～第十位

「活動内容」
7月～9月の3か月間省エネに挑戦し対前年度電気使用量の削減を競った。



優秀チーム表彰

２０２０年度チーム対抗省エネ合戦



順位 チーム名 削減率

１ 49+51同期会 11.4％

２ チーム黒石 2.37％

３ 旧プラント 1.82％

４ USSエコチャレンジ 1.41％

５ おばさんきらら 1.36％

６ チーム「よりあい処」 0.79％

７ 旧隊員 -1.02％

８ 環衛連新川 -2.78％

９ NPO法人宇部*子ども21 -3.28％

１０ チーム毛ガニ -6.21％

11 神原地区３分団 -6.55％

12 仲良しお友達グループ -8.99％

13 工作キット -9.29％

14 いちごパッピンス -10.05％

15 環境 -10.78％

16 チャレンジ5人組 -19.22％



優秀家庭表彰

２０２０年度チーム対抗省エネ合戦



家庭順位 チーム名 家庭代表者 削減率（％）

１位 49+51 同期会 釘本 純一 -54.90

２位 おばさんきらら 岡田 梨那 -17.50

３位 チーム黒石 伊藤 律生 -16.40

４位 チーム旧隊員 有光 有美 -14.90

５位 おばさんきらら 直本 奈緒美 -14.60

６位 旧プラント 吉井 勝彦 -13.30

７位 チーム「よりあい処」 安宗 厚子 -12.10

８位 環衛連新川 植木 啓史 -10.30

９位 宇部市民活動センター「青空」 中村 幸治 -9.93

１０位 USSエコチャレンジ 松本 肇 -9.89



優秀者が実施した省エネのポイント

古くなった電気製品の省エネ製品への買い替え

家に籠らないで外に出る（公共施設を利用等）

エアコンの設定温度の適正化（上げ過ぎない、下げ過ぎない）

家族が同じ部屋で過ごす時間を増加

電気製品のスイッチをこまめに入り切り


